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は
じ
め
に 

本
年
︑
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か
ら
八
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
︒
こ
の
戦
争
を
実
際
に
体
験
さ
れ
た
方
々
が
年
々
少
な
く
な

っ
て
い
く
中
で
︑
戦
没
者
に
対
す
る
鎮
魂
や
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
︑
市
内
各
地
で
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒
中
で

も
︑
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
に
岩
国
駅
周
辺
を
襲
っ
た
大
空
襲
で
は
︑
二
︑
三
十
分
と
い
う
わ
ず
か
な

時
間
で
五
百
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
︒
こ
の
痛
ま
し
い
出
来
事
を
悼
み
︑﹁
岩
国
駅
前

戦
災
死
没
者
慰
霊
祭
﹂
が
︑
毎
年
八
月
十
四
日
に
ご
遺
族
や
関
係
者
の
方
々
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
︒ 八

十
年
前
︑
〝
ふ
る
さ
と
岩
国
〟
が
焦
土
と
化
し
た
当
時
の
悲
惨
な
状
況
を
︑
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
も
語
り
継
ぐ
取
組
と
し
て
︑
こ
の
た
び
﹁
戦
後
八
十
年
記
録
～
語
り
継
ぐ
︑
岩
国
の
記
憶
～
昭
和
二
十

年
八
月
十
四
日
の
岩
国
駅
周
辺
被
爆
記
録
︵
復
刻
版
︶﹂
を
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
︒ 

巻
頭
に
は
︑
昭
和
二
十
年
当
時
の
岩
国
で
の
空
襲
の
様
子
を
と
ら
え
た
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒
続

い
て
︑
昭
和
四
十
五
年
に
岩
国
市
が
発
行
し
た
︑
座
談
会
形
式
に
よ
る
﹁
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
岩

国
駅
周
辺
被
爆
記
録
﹂
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
︑
被
爆
当
時
の
緊
迫
し
た
状
況
を
伝
え
て
い
ま
す
︒
巻
末

で
は
︑
市
内
の
図
書
館
な
ど
で
所
蔵
し
て
い
る
︑
岩
国
空
襲
に
関
す
る
図
書
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
︒ 

本
取
組
に
よ
っ
て
︑
八
十
年
前
に
岩
国
で
起
き
た
大
空
襲
の
記
憶
が
︑
次
の
世
代
に
確
か
に
受
け
継
が

れ
︑
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
︒ 

 

令
和
七
年
八
月 

 
 

岩
国
市
長 

福
田
良
彦 
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●
空
襲
前
の
岩
国
駅
（
昭
和
十
五
～
二
十
年
頃
・
所
蔵
＝
岩
国
徴
古
館
）

　

岩
国
駅
は
、
明
治
三
十
年
に
山
陽
鉄
道
の
駅
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
四
年
に
麻
里
布
駅
と
改
称
し
た
が
、
昭

和
十
七
年
に
元
の
岩
国
駅
に
復
し
た
。
駅
前
は
バ
ス
の
発
着
所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
昭
和
十
三
年
に
バ
ス
が
町

営
化
、
昭
和
十
五
年
に
は
市
制
施
行
に
と
も
な
い
岩
国
市
営
バ
ス
が
誕
生
し
、
交
通
の
要
と
し
て
多
く
の
路
線
の

起
点
、
経
由
地
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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●
戦
闘
機
を
見
送
る
人
々
（
昭
和
十
年
代
末
期
・
提
供
＝
蔵
重
良
江
氏
）

　

岩
国
上
空
を
旋
回
す
る
身
内
の
搭
乗
し
た
戦
闘
機
（
特
攻
隊
）
に
向
け
て
、
手
を
振
っ
て
送
り
出
す
人
々
。
海

軍
は
昭
和
十
三
年
四
月
、
岩
国
川
下
で
飛
行
場
建
設
に
着
手
、
昭
和
十
五
年
七
月
に
岩
国
海
軍
航
空
隊
が
発
足
し

た
。
主
と
し
て
教
育
隊
、
練
習
隊
と
し
て
使
用
さ
れ
、
零
戦
搭
乗
員
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
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●
Ｂ
二
十
九
の
爆
撃　

岩
国
駅
（
昭
和
二
十
年
頃
・
所
蔵
＝
岩
国
徴
古
館
）

　

終
戦
の
前
日
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
に
百
八
機
の
Ｂ
二
十
九
が
岩
国
駅
を
爆
撃
し
、
五
百
ポ
ン
ド
爆
弾
約

六
百
四
十
四
ト
ン
が
投
下
さ
れ
た
。
『
岩
国
市
史 

下
』
（
昭
和
四
十
六
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
死
者
五
百
十
七
人
、

行
方
不
明
者
三
十
人
、
負
傷
者
八
百
五
十
九
人
の
被
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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●
岩
国
陸
軍
燃
料
廠
（
昭
和
二
十
年
・
所
蔵
＝
岩
国
徴
古
館
）

　

昭
和
二
十
年
五
月
十
日
、
百
十
五
機
の
Ｂ
二
十
九
が
岩
国
陸
軍
燃
料
廠
（
現
在
の
三
井
化
学
岩
国
大
竹
工
場
）

を
爆
撃
し
た
。
『
岩
国
市
史　

史
料
編
三
』
（
平
成
十
六
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
隣
接
す
る
興
亜
石
油
株
式
会
社
麻

里
布
製
油
所
（
現
在
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
麻
里
布
製
油
所
）
と
あ
わ
せ
て
三
百
五
十
六
人
の
死
者
が
出
た
と
さ
れ
て
い

る
。
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●
岩
国
駅
（
昭
和
二
十
一
年
・
所
蔵
＝
岩
国
徴
古
館
）

　
　

明
治
三
十
年
に
開
設
さ
れ
た
岩
国
駅
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
大
空
襲
で
全
焼
、
同
年
復
旧
し
た
が
、

翌
二
十
一
年
に
火
災
で
再
び
全
焼
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
に
岩
国
駅
主
屋
が
竣
工
し
、
平
成

二
十
九
年
か
ら
は
現
在
の
駅
舎
が
共
用
開
始
さ
れ
た
。
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〇
岩
国
市
収
蔵
図
書
一
覧
（
書
名
／
著
者
・
編
者
／
出
版
社
／
発
行
年
）

 

中
央
図
書
館

◦
岩
国
市
史
／
瀬
川 

秀
雄
・
ほ
か
／
岩
国
市
／
一
九
五
七

◦
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
岩
国
駅
周
辺
被
爆
記
録
／
岩
国
市
／
岩
国
市
／
一
九
七
〇

◦
岩
国
市
史 

下
／
岩
国
市
史
編
纂
委
員
会
／
岩
国
市
／
一
九
七
一

◦
川
下
地
区
の
干
拓
と
災
害
記
録
／
浜
田 

喜
一
／
浜
田 

喜
一
／
一
九
七
六

◦
岩
国
駅
い
ま
む
か
し 

岩
国
駅
開
業
80
周
年
記
念
／
岩
国
駅 

藤
重
勇
／
岩
国
駅
長 

中
川
正
彦
／
一
九
七
七

◦
岩
国
麻
里
布
地
区
の
干
拓
と
災
害
誌
／
浜
田 

喜
一
／
浜
田 

喜
一
／
一
九
七
八

◦
写
真
集
明
治
・
大
正
・
昭
和 

岩
国
（
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
49
）
／
大
岡 

昇
／
国
書
刊
行
会
／
一
九
七
九

◦
日
本
都
市
戦
災
地
図
／
第
一
復
員
省
／
原
書
房
／
一
九
八
三

◦
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
写
真
集 

日
本
大
空
襲
／
朝
日
新
聞
企
画
第
一
部
／
原
書
房
／
一
九
八
五

◦
岩
国
空
襲
の
記
録
／
岩
国
・
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
／
岩
国
・
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
／
一
九
八
六

◦
激
動
の
岩
国
を
生
き
る
／
岩
国
市
立
図
書
館
／
岩
国
市
立
図
書
館
／
一
九
八
七

◦
母
と
子
で
み
る
日
本
の
空
襲
／
早
乙
女 

勝
元
・
土
岐 

島
雄
／
草
の
根
出
版
会
／
一
九
八
八

◦
思
い
出
の
写
真
集
い
わ
く
に
／
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
／
岩
国
市
／
一
九
九
〇

◦
空
襲
の
時
代
を
生
き
て
／
岩
国
空
襲
を
語
り
継
ぐ
会
／
岩
国
空
襲
を
語
り
継
ぐ
会
／
二
〇
〇
九

◦
山
口
県
の
空
襲 

警
備
隊
引
継
書
／
井
上 

実
智
夫
／
井
上 

実
智
夫
／
二
〇
一
二

◦
日
本
空
襲
の
全
貌
／
平
塚 

征
緒
／
洋
泉
社
／
二
〇
一
五

◦
ア
メ
リ
カ
が
記
録
し
た
山
口
県
の
空
襲
／
工
藤 

洋
三
／
工
藤 

洋
三
／
二
〇
二
〇

◦
山
口
県
の
空
襲 

増
補
版
／
井
上 

実
智
夫
／
井
上 

実
智
夫
／
二
〇
二
一

 

岩
国
徴
古
館

◦
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
岩
国
駅
周
辺
被
爆
記
録
／
岩
国
市
／
岩
国
市
／
一
九
七
〇

◦
岩
国
市
史 

下
／
岩
国
市
史
編
纂
委
員
会
／
岩
国
市
／
一
九
七
一

◦
川
下
地
区
の
干
拓
と
災
害
記
録
／
浜
田 

喜
一
／
浜
田 

喜
一
／
一
九
七
六

◦
岩
国
駅
い
ま
む
か
し 

岩
国
駅
開
業
80
周
年
記
念
／
岩
国
駅 

藤
重
勇
／
岩
国
駅
長 

中
川
正
彦
／
一
九
七
七

◦
岩
国
麻
里
布
地
区
の
干
拓
と
災
害
誌
／
浜
田 

喜
一
／
浜
田 

喜
一
／
一
九
七
八

◦
陸
軍
燃
料
廠
史 

岩
国
編
／
―
／
岩
燃
史
編
纂
委
員
会
／
一
九
七
九

◦
陸
軍
燃
料
廠
史 

別
冊 

岩
国
編
／
―
／
岩
燃
史
編
纂
委
員
会
／
一
九
七
九

◦
激
動
の
岩
国
を
生
き
る
／
岩
国
市
立
図
書
館
／
岩
国
市
立
図
書
館
／
一
九
八
七

◦
ふ
る
さ
と
学
習
資
料 

柱
島
読
本
／
岩
国
市
立
柱
島
小
・
中
学
校
、
ふ
る
さ
と
教
育
研
究
会
／
岩
国
市
立
柱
島

　

小
・
中
学
校
／
一
九
八
九

◦
帝
人
製
機
五
十
年
の
あ
ゆ
み
／
帝
人
製
機
株
式
会
社
／
帝
人
製
機
株
式
会
社
／
一
九
九
五

◦
目
で
見
る
岩
国
・
柳
井
の
１
０
０
年
／
福
本 

幸
夫
・
宮
田 

伊
津
美 

監
修
／
郷
土
出
版
社
／
一
九
九
八

◦
和
木
町
史
／
和
木
町
史
編
纂
委
員
会
／
和
木
町
／
二
〇
〇
三

◦
岩
国
市
史 

史
料
編
三 

近
代
・
現
代
／
岩
国
市
史
編
纂
委
員
会
／
岩
国
市
／
二
〇
〇
四

◦
岩
国
・
柳
井
・
大
島
・
熊
毛
・
玖
珂
の
昭
和
／
―
／
樹
林
舎
／
二
〇
二
二
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〇
用
語
説
明
（
岩
国
市
内
の
用
語
以
外
は
『
広
辞
苑
第
四
版
』
よ
り
）

◦
岩
国
陸
軍
燃
料
廠
（
い
わ
く
に
り
く
ぐ
ん
ね
ん
り
ょ
う
し
ょ
う
）
：
巻
頭
写
真
Ｐ
．
４
参
照
。

◦
応
召
（
お
う
し
ょ
う
）
：
在
郷
軍
人
が
召
集
に
応
じ
て
指
定
の
地
に
参
集
す
る
こ
と
。

◦
グ
ラ
マ
ン
（
ぐ
ら
ま
ん
）
：
ア
メ
リ
カ
の
艦
上
戦
闘
機
。

◦
警
防
団
（
け
い
ぼ
う
だ
ん
）
：
消
防
組
と
防
護
団
と
を
統
合
し
た
団
体
。

◦
工
廠
（
こ
う
し
ょ
う
）
：
軍
に
直
属
し
、
兵
器
・
弾
薬
を
製
造
す
る
工
場
。

◦
四
境
の
役
（
し
き
ょ
う
の
え
き
）
：
１
８
６
６
年
、
和
木
町
等
四
か
所
で
起
こ
っ
た
幕
府
征
長
軍
と
長
州
軍
の

戦
闘
。

◦
市
纂
（
し
さ
ん
）
：
市
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て
編
集
す
る
こ
と
。

◦
出
征
（
し
ゅ
っ
せ
い
）
：
軍
隊
の
一
員
と
し
て
戦
地
に
行
く
こ
と
。

◦
助
役
（
じ
ょ
や
く
）
：
市
町
村
長
を
補
佐
し
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

◦
人
絹
・
人
絹
町
（
じ
ん
け
ん
・
じ
ん
け
ん
ま
ち
）
：
現
在
の
東
地
区
の
事
。

◦
接
収
（
せ
っ
し
ゅ
う
）
：
権
力
機
関
が
そ
の
必
要
上
、
強
制
的
に
人
民
の
所
有
物
を
収
受
を
も
っ
て
取
り
上
げ

る
こ
と
。

◦
大
八
車
（
だ
い
は
ち
ぐ
る
ま
）
：
荷
物
運
搬
用
の
大
き
な
二
輪
車
で
二
～
三
人
で
引
く
も
の
。

◦
鳶
口
（
と
び
ぐ
ち
）
：
棒
の
端
に
ト
ビ
の
く
ち
ば
し
の
よ
う
な
鉄
製
の
鉤
を
つ
け
た
も
の
。
物
を
引
っ
か
け
て

運
ん
だ
り
壊
し
た
り
す
る
の
に
用
い
る
具
。

◦
寝
棺
（
ね
か
ん
）
：
死
骸
を
仰
臥
の
ま
ま
で
納
め
る
棺
。

◦
Ｂ
二
十
九
（
び
ー
に
じ
ゅ
う
く
）
：
ア
メ
リ
カ
の
大
型
戦
略
爆
撃
機
。

◦
復
員
（
ふ
く
い
ん
）
：
召
集
を
解
か
れ
た
兵
士
が
帰
郷
す
る
こ
と
。

◦
防
空
壕
（
ぼ
う
く
う
ご
う
）
：
空
襲
の
際
に
待
避
す
る
た
め
、
地
を
掘
っ
て
作
っ
た
穴
や
構
造
物
。
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Ｐ
．
１
８
６
１
、
Ｐ
．
１
９
８
５
、
Ｐ
．

２
２
２
７
、
Ｐ
．
２
３
３
２
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●
爆
弾
穴
（
昭
和
二
十
年
頃
・
所
蔵
＝
岩
国
徴
古
館
）
※
表
紙

　

大
空
襲
の
爪
あ
と
と
し
て
、
岩
国
駅
周
辺
に
は
無
数
の
爆
弾
穴
が
広
が
っ
て
い
た
。
駅
周
辺
は
戦
後
、
着
実
に

復
興
し
、
現
在
の
中
心
市
街
地
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

●
平
和
記
念
碑
（
乙
女
の
像
）
※
裏
表
紙

　

昭
和
三
十
四
年
、
岩
国
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
中
に
像
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平

成
五
年
に
麻
里
布
第
三
公
園
の
入
口
に
像
の
み
が
移
さ
れ
、
令
和
二
年
に
再
度
、
岩
国
駅
前
に
移
さ
れ
た
。

　

こ
の
碑
は
、
岩
国
駅
周
辺
の
大
空
襲
に
よ
る
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
実
を
後
世
へ
伝

え
、
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



『
戦
後
八
十
年
記
録
～
語
り
継
ぐ
、
岩
国
の
記
憶
～

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
岩
国
駅
周
辺
被
爆
記
録
（
復
刻
版
）
』

令
和
七
年
八
月　

発
行

発
行
・
編
集　

岩
国
市

印　
　
　

刷　

有
限
会
社
ア
ウ
ル
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

作

成

協

力　

丹
美
写
真
ス
タ
ジ
オ　

竹
重　

満
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